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条
例
制
定

（
要
旨
）　

旧
大
木
戸
小
学
校
を

改
修
し
、
新
た
に
国
見
町
文
化

財
セ
ン
タ
ー
と
し
て
設
置
す
る

た
め
、
そ
の
用
途
や
管
理
な
ど

必
要
な
事
項
を
定
め
る
。ま
た
、

公
益
的
な
使
用
で
な
い
場
合
の

使
用
料
を
定
め
る
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

文
化
財
セ
ン
タ
ー

は
、
町
の
施
設
と
し
て
管
理
も

町
で
行
う
と
い
う
理
解
で
良
い

か
。

生
涯
学
習

課　
　
長
　

文
化
財
関
連
の

展
示
を
す
る
の
で

案
内
・
説
明
を
す
る
こ
と
も
考

え
て
い
る
。
当
面
職
員
を
配
置

し
、
町
が
管
理
す
る
中
で
運
用

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
（
渡
辺
勝
弘
議
員
）

　

同
じ
く
廃
校
利
用
の

旧
小
坂
小
学
校
は
愛
称
を
公
募

し
て
親
し
み
や
す
い
名
前
で
運

営
し
て
い
る
。
こ
の
施
設
で
も

愛
称
を
公
募
し
、
親
し
み
や
す

く
入
り
や
す
い
施
設
に
す
べ
き

だ
と
思
う
が
、
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

生
涯
学
習

課　
　
長
　

利
用
に
つ
い
て

は
地
区
の
方
々
や

歴
史
関
係
団
体
と
相
談
し
、
愛

称
も
現
在
募
集
し
て
い
る
。
地

域
の
方
々
に
利
用
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
、
よ
り
愛
着
の
持
て

る
施
設
に
な
る
よ
う
考
え
て
い

る
。問

（
佐
藤
定
男
議
員
）

　

オ
ー
プ
ン
は
い
つ

か
。
ま
た
、
文
化
財
の
見
学
は

い
つ
で
も
可
能
な
の
か
。
料
金

は
か
か
る
の
か
。

生
涯
学
習

課　
　
長
　

施
設
の
利
用
は

10
月
1
日
か
ら
可

能
で
あ
る
。
展
示
物
に
つ
い
て

は
、
展
示
に
要
す
る
時
間
が
か

か
る
た
め
12
月
上
旬
オ
ー
プ
ン

で
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
展
示

物
の
見
学
は
土
日
も
可
能
で
あ

り
、
特
設
展
示
も
含
め
、
自
由

に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
料
金
は

か
か
ら
な
い
。
今
回
規
定
し
た

料
金
は
、
個
人
ま
た
は
団
体
が

占
有
し
て
使
用
す
る
と
き
の
料

金
で
あ
る
。

問
（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

年
間
何
日
く
ら
い
開

館
す
る
の
か
。
ま
た
、
職
員
は

常
時
何
人
の
雇
用
な
の
か
。

生
涯
学
習

課　
　
長
　

基
本
的
に
閉
館

日
は
週
1
日
程
度

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
職
員

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
文
化
財

に
精
通
し
て
い
て
案
内
が
で
き

る
よ
う
な
臨
時
職
員
を
配
置
し

て
対
応
し
た
い
。

町
文
化
財

セ
ン
タ
ー
条
例

旧
大
木
戸
小
学
校
を

文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
改
修

施
設
の
管
理
は

町
で
行
う
の
か

施
設
の
オ
ー
プ
ン
予
定
と

見
学
時
の
料
金
は

年
間
開
館
日
数
と
職
員
数
は

愛
称
の
公
募
を
行
い

親
し
み
や
す
い
施
設
に

８月には文化財センターの内覧会が開催されました
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※下記以外の案件は全員賛成で可決されています。

議員名

議案等

議
決
結
果

松
浦　
和
子

村
上　
　
一

井
砂　
善
榮

佐
藤　
定
男

村
上　
正
勝

渡
辺　
勝
弘

松
浦　
常
雄

阿
部　
泰
藏

浅
野　
富
男

志
村　
良
男

八
島　
博
正

議案第49号　国見町個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に関する条例の
一部を改正する条例

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

認定第1号　平成27年度国見町一般会
計歳入歳出決算認定について

認
定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇

〇：賛成　　●：反対　　　　　：討論者
※議長（東海林一樹）は採決に加わらない。

議案審議
結 果

（
要
旨
）　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
独

自
利
用
事
務
に
つ
い
て
、
対
象

と
な
る
幼
稚
園
通
園
費
の
助
成

に
関
す
る
事
務
を
追
加
規
定
す

る
。問

（
浅
野
富
男
議
員
）

　

6
月
の
定
例
会
で
も

事
務
の
追
加
が
あ
っ
た
が
、
今

回
も
同
じ
よ
う
な
理
由
か
。

総
務

課
長
　

前
回
同
様
に
、
必
要

な
事
務
で
あ
る
た
め
、

独
自
利
用
事
務
を
追
加
す
る
も

の
で
あ
る
。

反
対
討
論

（
浅
野
富

男
議
員
）

　

こ
の
個
人
番
号
制
度

は
、
国
民
一
人
一
人
を
番

号
で
管
理
し
、
個
人
の
尊

厳
が
否
定
さ
れ
か
ね
な

い
。
ま
た
、
安
全
上
の
問

題
も
確
立
さ
れ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
こ
と
か
ら
、

運
用
に
つ
い
て
は
中
止
す

べ
き
も
の
と
考
え
、
本
条

例
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

賛
成
討
論

（
佐
藤
定

男
議
員
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は

す
で
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。
運
営
上
の
整
合
性
の

た
め
に
条
例
を
改
正
す
る

と
理
解
し
、
本
条
例
に
賛

成
す
る
。

（
要
旨
）　

Ｃ
Ｄ
─
Ⅰ
型
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
一
式
を
１
６
６
８

万
6
千
円
で
「
株
式
会
社
モ
リ

タ
仙
台
支
店
（
宮
城
県
）」
よ
り

購
入
す
る
。

問
（
井
砂
善
榮
議
員
）

　

ポ
ン
プ
自
動
車
は
ど

の
分
団
に
入
る
の
か
。
ま
た
、

古
い
車
両
は
何
年
使
用
し
た
の

か
。
相
手
方
は
仙
台
市
の
業
者

だ
が
、
福
島
県
に
は
購
入
で
き

る
業
者
が
な
か
っ
た
の
か
。

住
民
生
活

課　
　
長
　

ポ
ン
プ
自
動
車

を
配
置
す
る
の

は
、
第
1
分
団
第
2
部
（
小
坂

消
防
屯
所
）
で
あ
る
。
古
い
車

両
は
平
成
6
年
式
で
22
年
目
で

あ
る
。
ま
た
、
契
約
の
相
手
方

は
指
名
業
者
2
社
に

よ
る
入
札
の
結
果
、

「
株
式
会
社
モ
リ
タ

仙
台
支
店
」
に
決
定

し
た
。

問
（
村
上
正
勝

議
員
）

　

車
両
の
更
新
は
、

キ
ロ
数
で
は
な
く
経

過
年
数
に
よ
っ
て
行

う
の
か
。
目
安
は
何

年
な
の
か
。

住
民
生
活

課　
　
長
　

町
の

消
防
車

両
は
、
走
行
距
離
で

は
な
く
経
過
年
数
で

20
年
経
過
し
た
ら
更

新
し
て
き
た
。
た
だ

し
、
複
数
台
の
場
合

は
財
源
の
問
題
も
あ

る
た
め
、
消
防
団
幹

部
会
議
で
協
議
を

し
、
ど
の
車
両
か
ら

更
新
す
る
か
を
決
定

し
て
い
る
。

幼
稚
園
通
園
費
の
助

成
に
関
す
る
事
務
を

追
加
規
定

町
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提

供
に
関
す
る
条
例

条
例
改
正

そ
の
他

討  

論

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

一
式
を
購
入動

産
の
取
得

新
し
い
ポ
ン
プ
自
動
車
は

ど
の
分
団
に
配
置
さ
れ
る
の
か

独
自
利
用
事
務
追
加
の

理
由
は

車
両
の
更
新

基
準
は
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